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あるハンタウイルス感染症について記述する．原因とな
るウイルスはおもに，ドブネズミやクマネズミを自然宿
主に持つソウルオルソハンタウイルス（Seoul or tho-

hantavirus：SEOV）である．SEOVが感染した齧歯類
は外見上まったく症状を示さないため，人は SEOVに
感染した無症状のラットやラットの糞尿に汚染された環
境から感染する．感染したラットは尿や糞便，唾液中に
ウイルスを排出しているため，これらの体液に汚染され
た食品等から経口もしくは吸入感染する（図）．人は感
染すると通常 2〜3 週間（4〜42 日間）の潜伏期間の後
に発熱を主体とした症状で発症する．震え，頭痛，めま
い，筋肉痛等が多くの症例で報告されている．これらの
症状は 5日程度（2〜10 日間，発熱期：febrile phase）
持続し，低血圧期（hypotensive phase，おおよそ 1日
程度で数時間〜3日間），乏尿期（oliguric phase，3〜
5日程度で 1〜16 日の間），多尿期（polyuric phase，7
〜14 日間程度で数日から数週間の間）を経て回復期

1　は　じ　め　に
ハンタウイルスは 2018 年に分類が変更され，ブニャ
ウイルス目（Bunyavirales），ハンタウイルス科
（Hantaviridae），ローアンウイルス属（Loanvirus），
モーバットウイルス属（Mobatvirus），オルソハンタウ
イルス属（Orthohantavirus）及びトッティムウイルス
属（Thottimvirus）の 4種類の属に分類された．現在，
International Committee on Taxonomy of Vir uses

（ICTV）ではウイルスの分類について大規模な変更が加
えられており［1, 2］，今後新たに変更が加えられる可
能性がある．分類については今後の情報に注意していた
だきたい．本稿の中の記載は 2018 年の分類に基づいて
記載する．また，本稿の中ではハンタウイルス科のウイ
ルスを総称してハンタウイルスと表記する．特に人病原
性の確認された特定のウイルスの場合はそれぞれのウイ
ルス名を記述する．
ハンタウイルスはほとんどの場合，特定のウイルスに
対して 1種類の自然宿主が存在し，宿主とウイルスの間
に 1対 1の関係が存在する．そのため，自然宿主の生息
域が感染リスクのある地域に相当し，新世界（南北アメ
リカ大陸）及び旧世界（ヨーロッパ及びユーラシア大陸）
にはそれぞれ異なるウイルスが分布している．このウイ
ルスの違いが臨床症状の違いに影響し，臨床的にハンタ
ウイルス肺症候群（Hantavirus Pulmonar y Syndrome： 

HPS）や腎症候性出血熱（Hemorrhagic Fever with 

Renal Syndrome：HFRS）と異なる疾患として認識さ
れている．近年，トガリネズミ［3︲8］，モグラ［9︲
11］，コウモリ［12︲20］等に新しいハンタウイルスが
相次いで発見されており，これまで考えられてきた齧歯
類のみが典型的な自然宿主という概念は崩れてきてい
る．今後これらの自然宿主に感染するウイルスの知見が
蓄積することにより，新しい発見があるかもしれない．

2　臨　　　　　床
本稿では，特にペットのラットから感染する可能性の
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因ウイルスでは，ドブネズミやクマネズミを主体とした
ラット類が最もリスクが高いと推測され，これらの齧歯
類の侵入を防止する対策が重要である．獣医師は，ラッ
トやマウスの診療の場合，尿や糞便への暴露の機会が高
いと推測される．齧歯類は麻酔や処置により失禁する場
合も多い．齧歯類の処置の場合には何らかの感染症を保
有している可能性を常に想定し，標準予防策（standard 

precaution）を実施することが必要である．
ハンタウイルス科ウイルスによる感染症では，人─人
感染は新世界ハンタウイルスの事例でわずかに報告があ
るものの，基本的には成立しない．自然宿主から直接も
しくは間接的に感染する感染ルートを阻止することがき
わめて重要である．そのため，住環境に齧歯類が侵入す
ることがないよう齧歯類対策を十分措置することが重要
である．過去に米国では HPSのアウトブレイクが発生
したが，この時はエルニーニョにより穀物が豊作とな
り，その穀物の影響でシカシロアシネズミ（Peromyscus 

maniculatus）が増加し，増加したシカシロアシネズミ
が家屋へ浸入し感染者が発生したと推測されている．

5　お　わ　り　に
近年，国内では腎症候性出血熱の発生は確認されてお
らず過去の感染症となりつつある．しかしながら，宿主
である齧歯類は国内にも広く生息しており，いつ患者が
発生してもおかしくない．自然宿主は一度感染すると持
続感染が成立し長期にウイルスを排出する場合もあり，
しかも症状も示さず外見上まったく感染を識別できな
い．齧歯類のコロニーにウイルスが侵入した場合，何世
代にも渡り長期間ウイルスが維持されると推測されてい
る．齧歯類との直接もしくは間接的な接触後に発生する
原因不明の熱性疾患が発生した場合には鑑別疾患の一つ
として考慮する必要がある．獣医師は健常な動物を取り
扱う場合にも標準予防策を徹底し，過度に恐れる必要は

（convalescent phase，4〜8 週間程度で 3〜12 週間）
に移行する．重篤な場合は低血圧期にショック症状を引
き起こし致死的に経過するが，適切な治療が行われる環
境では致命率は高くない．

3　発　生　状　況
近年ヨーロッパ［21︲28］や米国［29, 30］でペット
のラットやそのペットラットのブリーダー，また，ブ
リーダーから購入したラットを介してハンタウイルスに
感染した事例が報告されている（表）．前述のようにラッ
ト等の齧歯類では無症状のため，ラットが感染していて
もまったく分からない．そのため，ラットから直接もし
くは間接的に暴露を受けて感染している．また，自然宿
主の齧歯類はハンタウイルスに持続感染するため，免
疫を獲得し抗体価が上昇してもウイルスを排出し続け
る．人症例においても多くの場合は症状は軽く，血清学
的に感染が確認されるだけで原因不明の熱性疾患として
処置され回復している事例も多い．実際の事例として報
告されているものでも症例以外に無症状もしくは軽度の
症状のみで抗体が陽転したケースが確認されている
［26, 31］．
国内における発生は 1999 年（平成 11 年）4月施行の

「感染症の予防及び感染症の患者の医療に関する法律
（感染症法）」以降，患者の報告は確認されていない．し
かしながら 1960 年代には大阪市梅田地区の住民におけ
る腎症候性出血熱様の患者の発生［32, 33］や 1970 年
から 1984 年までに全国の大学，研究機関等で実験動物
のラットを介して感染者が報告されている［34︲36］．

4　予　防　対　策
感染源は齧歯類の糞尿や体液である．そのため，環境
中に感染源となる動物が侵入してくることを防止するこ
とが最も重要となる．SEOVを含む腎症候性出血熱の原

表　ペットのラットを介したハンタウイルス感染症の報告

発生年 性別（年齢） 国 発生地域 抗体陽性
者の数 症例数 予想された原因 文　献

1960 年代 記載なし 日 本 大阪市梅田 63 野生ラット ［32］

2009 記載なし 英 国 ヨークシャー及びハンバー 1 1 ラット ［26］

2011 男性 英 国 ヨークシャー及びハンバー 1 1 ラット ［26］

2011 男性，女性 英 国 オックスフォードシャー 2 1 ペットのラット ［28, 31］

2012 女性（28 歳） 英 国 レクサム 1 1 ペットのラット ［28, 31］

2013 女性 2名（母と娘） 英 国 グロスターシャー 3 2 ペットのラット ［31］

2015 男性（年齢不明） 英 国 グラスゴー 1 1 ペットのラット ［31］より転載

2015 男性 3名 
（23，26，56 歳） 英 国 カーディフ地方及び 

ウェールズ 7 3 ペットのラット， 
ブリーダーのラット ［31］より転載

2016〜
2017

38 歳子及びその母
親及びその他

米国及び
カナダ テネシー州ほか 17 8 ペットのラット， 

ブリーダーのラット ［28, 29, 30］
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